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表紙右下のロゴについて：地
質調査総合センターは，国際
惑星地球年（IYPE）に賛同
し，活動を支援しています。

◆明けましておめでとうございます．一年の初めとな
る新年号と2月号は，昨年の一大イベントであった第
1回目の「地質の日」を特集してお送りします．日本国
中で様々な行事が開催されたものですから，1冊では
収まらず，2回に分けてその模様をお伝え致します．
◆ 最初に，地質調査総合センターの加藤代表から，
年頭の挨拶をいただきました．激動の時を迎え，まさ
に「温故知新」の当センターの意気込みを，読者の皆
様にご理解いただくと共に，ご協力を宜しくお願い致
します．
◆ さて，記念すべき「地質の日」元年を特集しようと，
中尾「地質の日」事業推進委員会委員長が中心となっ
て各地の関連機関に呼びかけたところ，多くの方々の
ご賛同・ご協力をいただき，新年の刊行にこぎつける
ことができました．関係者に感謝致します．委員長ほ
かのとりまとめに続き，北から順次報告していきます．
◆初めは北海道から，石井氏ほかによる「北海道地質
百選」の話題で，住民に地球科学と環境問題に関心
を永く持ってもらうために地元の地質を利用する試み
は，他の地域でも活用できる良い例となるでしょう．鈴
木氏ほかは，北海道立地質研究所で行った地域に根
ざした研究活動と広報活動を紹介しています．在田氏
は北大総合博物館で開催された「ライマンと北海道の
地質から－北からの日本地質学の夜明け－」で，地学史
の展示の模様を伝えています．地元の名前のつく石
などは住民に親しみが湧き興味深いもので，鈴木・土
屋両氏は，山の手博物館で開催された「北海道の地
名のついた石展」の報告をしています．
◆ 東北地域では，日本の地質学の黎明期に作成され
たナウマンの予察地質図「東北部」の岩手県立博物
館での展示と解説について，大石氏が紹介して下さ

いました．佐々木氏は，久慈琥珀博物館の記念事業
として行われた琥珀採掘体験フェアの盛況な模様を
伝えています．同じ体験でも，文学者で地質学者で
もある宮澤賢治を偲ぶ「宮澤賢治ジオツアー」の模様
を，岩松氏が紹介しています．高橋氏は仙台で行わ
れた鎌倉山の巡検について報告しています．いずれ
も市民に地質を伝える努力と工夫が伝わります．
◆ つくばでは，産総研で開催された学園都市の地質
の展示説明会の模様を斎藤・若松両氏が，筑波山で
の野外観察会の模様を宮地氏ほかが，つくばフェステ
ィバル2008での「移動地質標本館」の様子を吉田氏
が報告しています．また，地質の日記念グッズとして
化石チョコレートが製作・販売された経緯について利
光氏ほかが紹介しています．「黄鉄鉱ひろい」イベント
の顛末も，柳澤氏ほかが伝えています．
◆ 関東地域では，地質学の重要性・技術の伝承・若
手後継者の育成を意図する3回の講演会と，箱根火
山の地質見学会の模様を中山氏ほかが紹介して下さ
いました．千葉県立中央博物館で開催されたそれぞ
れ2回のワークショップと観察会の報告を高橋氏ほか
から，国立科学博物館での化石レプリカ作りのイベン
ト報告とそのプログラムについて原田氏ほかから紹
介していただきました．埼玉県立自然の博物館で開
催された，地元長 を中心にした講演会と地質観察
会について楡井氏ほかが，横須賀市自然・人文博物
館で開催した城ヶ島の地層の観察会について柴田氏
ほかが，相模原市立博物館における展示と地質学講
座について河尻氏が，盛況な模様をそれぞれ報告し
て下さいました．
◆ どの記事も次回の地質の日に活用できる情報を多
分に持っています．次号もご期待下さい．（金井　豊）




